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１．はじめに 
近年では 1995 年兵庫県南部地震をはじめ， 2005

年福岡県西方沖地震，2005 年宮城県沖地震，2008
年岩手・宮城内陸地震など，M7.0 を超える地震が

立て続きに発生している．地震は忘れた頃にやって

くるのではなく，忘れないうちに次々と起こるため，

誰もが地震・地盤災害に備えた知識を持っておく必

要がある．木更津高専では，28 公開講座の 1 つと

して本研究室が行っている「地震と液状化」の一般

教養講座と入試に関わる体験入学において地震に

関する内容を取り上げている．また，専門教養講座

に関して，地震・地盤防災の内容を取り上げている

関東・新潟地区の大学・高専の実施状況を調査した．

これらの結果を踏まえて本校の公開講座や地震と

液状化に関する特別授業を実施し，受講者の反響を

分析したので報告する． 
 

２．現状調査 
 Web 調査 1)（平成 20 年度）によると，関東・新

潟地区には 33 校の土木系大学および高専があり，

その中でも地震・地盤防災に関する公開講座を取り

上げている学校は 11 校であった．その講座の内容

は「地震被害からの教訓」，「地震災害へ備える」，「液

状化とは」などのテーマがある．また講座体系も講

義を主とした講演型や，模型実験を行う体験型，地

域局で放映されるメディア型などがあった．表１は

体系別の講座実施数を大学と高専に分けて表にし

たものである．2 つ以上開講している場合もその開

講数をカウントした．大学・高専別の傾向として大

学は公演型が多く，高専は偏りなく色々な講座体系

を有している． 
 
３．「地震と液状化」に関する公開講座 
3.1 講座概要 
「地震と液状化」は地震学，地震防災工学，地盤

工学など理学から工学までの幅広い専門領域であ

るが，当講座は最低限の専門知識で平易に理解でき

る一般教養講座を目指した．地震のメカニズムや地

震防災について理解を図るために，午前中は 2 時間

の講義，午後は 2 時間の実験を実施し，合計 4 時間

の体験学習となった．講義は 2007 年の新潟県中越

沖地震や 2008 年の岩手・宮城内陸地震の現地写真

やスライドを用いて地震被害状況を踏まえ，資料や

地図を用いて説明した．実験は一方向の振動の液状

化模型実験とパネル展示による説明を行った（写真

１）． 
3.2 講座を実施して 
小学校高学年以上を対象とした無料講座の受講

者数は，過去 4 年間の合計で 35 名（大人 15 名，子

供 20 名），市内居住者が約半数，残りは近郊地域か
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写真１ 「地震と液状化」公開講座 実験

大学 高専

講演型 8 1

体験型 0 3

メディア型 1 0

授業型 1 2

表１　講座実施数（体系別）
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図１ 特別授業用スライド 例 

らの受講者で県外はいなかった．受講者からは「講

義や実験の時間配分も良く，全体的に理解ができ，

地震防災にも役に立った」との意見が多数であった．

小学生には液状化の理解は若干難しいようだが，実

験では模型土槽作りから積極的に参加してもらう

ことで好評となり，液状化が起こる現象面の理解は

できたようである． 
 

４．地震と液状化に関する特別授業 
4.1 授業概要 
当授業では，体験入学に参加する中学生を対象と

した学習プログラムを作成し，地震・液状化に関す

る必要最低限の内容を取り上げた．講座体系を分類

するならば，授業型といえるだろう．授業の難易度

を低く設定し，補助教材として，ペットボトルを用

いた簡易的な液状化体験や，中学校で習う地震に関

する内容も取り入れ，復習も兼ねている．授業体系

はビデオ上映を含む講義 40 分，授業アンケート 10
分の合計 50 分となった（図１）．この授業プログラ

ムを試験的に本校の環境都市工学科1年生を対象に

平成 20 年 12 月に実施した．前節の公開講座よりも

時間が限られているため，液状化模型実験は行って

いない． 
4.2 授業を実施して 
受講生は本校の本科 1 年生で，参加人数は延べ

41 人であった．受講者の反応は，「難易度は適切・

易しい，液状化に興味を持った，勉強になった，説

明も十分でわかりやすかった」とのことであった．

やはり，実際に触れて体験することができる簡易液

状化体験は受講者にとても好評であった．また，液

状化のビデオによる効果もあり，地震・液状化の基

礎については理解が深まったようである． 
 

５．おわりに 
本報告では関東・新潟地区の大学・高専が行って

いる地震・地盤防災に関する学習講座の現状を調査

し，本研究室が行った地震と液状化に関する講座 2
例を取り上げた．受講した本科 1 年生をはじめ，一

般の方も地震や液状化などの現象やメカニズムに

ついての理解がそれほど多いとはいえない．土木の

学習として一般教養の「地震と液状化」講座も特別

授業にも意義があり，「興味が持てた」「液状化を理

解できた」との声が得られたことから，子供から大

人まで地域の防災意識を高めることができた．また，

講座体系で考えると，本校の 2 例のみで比較するの

であれば，授業型の特別授業よりも実際の模型装置

に触れられる体験型の公開講座のほうがより効果

的だと考える．しかし，時間や場所，使用装置など

の制約条件があるので，どの条件においても，より

受講者に興味をもたせるよう講座体系や内容，難易

度などを工夫して続ける必要がある． 
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写真３ 特別授業  

授業の流れ 
 ・中学校習った内容    …5 分 
 ・地震についての基礎知識 …10 分

 ・液状化の話       …15 分

 ・防災対策の話      …10 分

・アンケート       …10 分

中学内容の復習

5

初期
微動 主要動

初期微動：初めの小さな揺れ
P波（縦波・速い）

主要動：後に続く大きな揺れ
S波（横波・遅い）

初期微動継続時間：初期微動が続く時間
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